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                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

須木小 戦争体験 

【お話より】  ◇ 国のために自分に何ができるか考
え、飛行機乗りにあこがれて猛勉強、合格しました。
◇ 大分の飛行学校に出発する日、小林駅に多くの人
が集まり送ってくれました。  ◇ 昼間５時間、夜も自
習をしました。中学校に進学した同級生よりも勉強して
いたと思います。  ◇ グライダー訓練を終えても、飛
べる飛行機がありませんでした。地雷を抱えて戦車の
下にもぐりこむ訓練ばかりしていました。   
◇ ８月１５日、別府の演習場から帰隊する途中で敗戦
を知り、茫然となりました。   
◇ 同世代の若者がたくさん亡くなりました。 ４６年間、
知覧の慰霊祭に参列しています。  

６年生 

４年生 

紙屋小 七夕づくり 

 
 

【質問への答えから】 ◇ 昭和38年に、口伝えで教え
てもらい、途絶えていた踊りを復活させました。 ◇ 衣
装に合うように、普段はわら草履で踊ります。運動会は
靴です。 ◇ 踊る場所によって輪になったり、列になっ
たりして踊ります。 ◇ 戦いに備えての踊りですが、余
興のように楽しんでもらう場面もあります。 

 

小林小 兵児踊りの学習 

真方一区兵児踊り
保存会の皆さん

( ) (
)

戦 争 は 絶 対 に だ め で
す。平和を築いていける
のは、皆さんたちです。 

１・２年生 

「コロナがはやくおわりますように」という短冊を
何枚も見つけました。願いが届きますように！ 

１年生 ２年生 

須木中 Web 講演会 ２年生 

ZOOM

 

 
 

講師は羽田野祥子（はたのしょうこ）さん。教育プラン
ナー、熊本県出身。東京での学生・社会人生活を経
て、日南市に移住。中高生のキャリア教育や社員研
修、社会教育事業などに取り組んでいます。 
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2020.8. 5 学校向け第 9 号 

学習支援ボランティア 

【きっかけは？】 平成 年 年 の 月、前任の
栗須小でボランティアを希望する方と出会ったこと。 

その方を始め十数名の支援者が集まり、授業やまる
付けの手伝いをしていただくようになりました。

【野尻小では？】 栗須小のボランティアや地域の婦人
会、民生委員の皆さんから情報を得て、 名の方に支
援をお願いしています。「校長室だより」でも募集を呼び
かけましたが、人づてで協力者を募る方が確実でした。

【開始までの手順と支援の内容は？】 希望者には面談
をして、ボランティアの目的や内容、留意事項等につい
て説明。守秘義務や子どもたちへの言葉かけなど、コン
プライアンスに関わること、事故等への補償についても
伝えました。試しの活動を経て、同意が得られれば時間
と支援内容を決め、お一人ずつ登録書を作成します。
 先生方には、依頼する際の手順を説明。作業内容を
記した「お願いの文書」や「依頼カード」（下図）も準備し

～ 野尻小の取組 ～ 

ました。お願いするのは、プリントの印刷、
提出物のチェック、宿題や小テスト等のまる
付けです。依頼はしますが、「担任が必ず最
終確認」することを共通理解しています。
 また、急に来校できないことがある旨も先
生方には了承してもらっています。
 休校の期間が長かったので、７月になって
ようやく、毎日、どなたかに来校いただける
体制ができてきました。授業の支援は、これ
から少しずつ行っていく予定です。

この日は３名の方が、国語と
算数のまる付けをしていました。 

【ボランティアの皆さんにも聞きました】
○ 婦人会の役員さんや民生委員さんから聞き、一度

試してみて決めました。家がすぐ近くなので、学校の
役に立ちたいとはずっと思っていました。学校と校長
先生の応援団のつもりでいます。

○ 週に一度、午前か午後の短い時間ですし、都合が
悪ければ断れますので、無理をせず続けられます。

○ 準備していただいた答えを見てまる付けをしていま
す。自分でも漢字を書いたり計算をしてみたりします
が、忘れていることも多く、とても勉強になります。今
までの生活にはなかった体験ですし、
他の方と一緒に作業するのは楽しい
です。頭を使うので、認知症の予防にも
なっているかもしれません。

児玉校長先生 

【成果と課題について】

（◇成果 ◆課題）

◇ ボランティアの方から声を
かけていただくことで…
・ 児童がより集中して学習
に取り組むようになります。
・ 学習面でのしつけが行き

届きます。 ・ 学習意欲を一層高める児童もいます。
◇ ボランティアの助言によって理解が促され、学力を

高める児童もいます。
◇ 練習問題のまる付け等の支援によって、授業の効

率化が図れます。
◇ 「学級運営支援」により、職員の事務量を一部削減

することができます。その分、児童の他の面に目を向
けることができます。

◇ 宿題プリントのまる付け等では、職員が多忙の中で
行うより、丁寧な処理がなされることもあります。

◇ 支援活動を繰り返す中で、ボランティア自身の技術
も向上します。

◇ 地域住民とつながりをもつことで、学校運営上参考
になる情報を得ることができます。

◇ 協力者の「生活の張り」につながっている様子も見
受けられ、取り組んでよかったと感じています。

◆ 職員への啓発や意識改革をさらに進めていく必要
があります。

◆ 多数のボランティアが来校している
時は、失礼のないように、依頼内容の
細やかな確認が欠かせません。

◆ 職員が安心して依頼できるよう、
支援体制のさらなる充実を図る必要
があります。
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学校向け 

紙屋小 ハートタイム 

三松小 ものづくり体験学習 

左上から、染色・和裁（コースター）・
板金（銅板レリーフ）・左官（砂壁の絵）  
 

90

須木中 いのちの講演会 

上杉省栄さん：薬剤師 「ワン＆オンリー宮崎いのちの
会」。３番目のお子様が「 トリソミー」という難病で生ま
れ、短い一生を終えたお話をしてくださいました。

【お礼の言葉より】 上杉さんのお話に胸をうたれまし
た。これからも命を大切に生きていきたいと思います。

（2020.8.4 宮日に掲載） 
(

)

 

野尻小 鑑賞教室 ～お話とパントマイム～ 

６年生  

  
【お礼の言葉より】 コロナで沈んでいた私たちに笑顔

を届けて下さり、ありがとうございました。
 

 
 

「たんぽぽ」の皆さん
による読み聞かせ 

 
 

1.6kgで生まれ
てきました。こ
の人形と 同じ
重さです。 

【お話】 濱﨑けい子さん  【パントマイム】 後藤慶子さん 

風船をふくら
ませます。 

ガイドボランティア研修会 

  

SNS
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.8.20 学校向け第 10 号

  
◇ 男子の制服、男女別の着替え、中学校の丸坊主、
級友との会話を避けて過ごした昼休み、修学旅行での
入浴…。これらは、私の悩みや苦しみでした。  
◇ 「男らしくない」自分を責め、歩き方やあぐらで男子
をまねていると１日でへとへとでした。  
◇ 国内のLGBTの割合は、10人～１３人に１人だと言
われています。それは、左利きや血液型がAB型の人と
同じ割合なのです。会ったことがなかったのではなく、
気づかないだけなのです。  
◇ 私はいじめたり差別した人たちを恨んではいませ
ん。これからの子どもたちが、私と同じ境遇で悩まない
ように、社会を変えたいと思っています。  
◇ 笑いをとるために「オネエ」をいじる番組もあります。
生まれながらの個性が、笑いの対象にされない社会が
理想です。 
◇ さまざまな危険を承知で、11時間の大手術を受けま
した。その時多くの友だちが支えてくれました。  
◇ 初めて女性の服を着て鏡の前に立ち、「これが思い
描いていた自分の姿だ」と思うと、どっと涙があふれて
きました。 

 

ガイドボランティア研修会 

細野中 人権を考える講演会 

黒木瑞季さん。 脳は女性、体は男体で生まれました。ご
自身の生い立ちを通して、LGBTへの正しい理解を講演
等で啓発しています。宮崎県男女共同参画地域推進員 

３年生 

今日、いちばん話をした
かった相手は、中学生のあ
なたです。あなたは未来を
拓く力をもっています。どう
か、差別や偏見がなくなる
よう、お力をお貸しください。 

紙屋中 陶芸教室 

１年生 

総合的な学習の時間
「ふるさとを知る」 

坂下組（建設業） 

高速の立体
交差です。 

有機野菜の販売で、「愛情が
こもってるね」とお客さんに言
われると、とてもうれしいです。 

ホリケンファーム 

小林中 職業体験講話 

16 20

20
  

ムタホーム(不動産業)、 自衛隊小林地区事務所 
トヨタカローラ宮崎、 坂下組（建設業）、 ソニー生命 
BRIDGE the gap（公共施設の運営委託業務・飲食事業） 
NTT ドコモ小林店、 Learners meet（英語・学習支援等） 

青年海外協力隊（高校教師）、 地域おこし協力隊 
イートスタイル（外食・食物販事業）、 ホリケンファーム 

市立病院： 管理栄養士・診療放射線技師 
市立病院： 助産師・理学療法士 
市 役 所： 医療介護連携室 
 

 
1 5

(2019 年度.学校向 18 号で紹介しました)  

 
【事務局より】 訪問の際は、事前に 
お尋ねしますので、延期や中止の 
連絡は不要です。新型コロナの終息 
には、まだまだ時間がかかりそうです。 

 

２年生 
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                School     Volunteer 
 
 
                   Kobayashi   Support    Center          
                   

学校向け 

「講師のお話の伝え方」について考える  

感話の時間（三松小） 

 
【前振り・紹介】 始まる前に、主に校長先生や担当者
が行います。講話に関連する内容で、児童生徒の興味
や関心を高めます。「さあ、いよいよ始まりますよ～」と、
雰囲気を盛り上げるのが上手な先生もいました。

【インタビュー方式】 項目を絞って話していただきたい
時に適していますし、講師も話しやすくなります。

あらかじめいくつかの質問を準備して、進行役が質問
をしながら、講師と一緒に話を進めていきます。

【板書・TT】 難しい言葉を文字にして説明したり、要
点を黒板に書いたり、外部講師と歩調を合わせて授業
に臨みます。担当の先生と講師の役割は授業によって
変わりますが、「分かる授業」が目標です。 

講師を迎えた活動で、どうすれば子どもたちの理解を
深められるか、よく議論される課題です。  

消防士を目指した
のはなぜですか？ 

助けを求めている
人の役に立ちたい
と思ったからです。 

【パネル ディスカッション 方式】 複数の講師が、同
じ質問にそれぞれ答えるやり方。議論はなくても、回答
を比べることで、様々な考え方や価値観に触れることが
できます。地域の方がパネラーになった授業で、「今の
小中学生に望むことは？」と聞かれ、「地域の活動に協
力してほしい」とか「勉強や運動など、今やるべきことを
がんばってほしい」という答えが一度に聞けました。

【ブース方式】  よのなか先生やキャリア学習でよく見ら
れます。講師ごとにブース（部屋や仕切り席）を設けて、
児童生徒が時間を区切って訪問し話を聞きます。希望
する内容の話が効率よく聞けます。

キャリア教育（西小林中２年生） 

ホタルの授業(南小３年生) 

これからもホタルに
ついて調べたいです。 

家の近くの田んぼ
でホタルを見ます。 

ドリームジャンボ
学園（須木中） 

ステップ１で出
た疑問を解決
しましょう！ 

 
【プチ・キャリア教育】 講師のキャリア（経歴や積み重
ねた経験）は貴重な「教材」です。事前にお願いして、授
業のテーマにかかわらず、学生時代の夢やその仕事に
就いた経緯など、ご自身のことに少し触れてもらうのも、
児童生徒には良い刺激になるはずです。 

質問の時間に、「どうして今の仕事を選んだのですか」
と、尋ねた先生もいらっしゃいました。   
【感想】 講話の最後に「質問と感想は？」と尋ねる先生
もいます。質問は思いつかないけれど、感想は言えると
いう子どもたちもいることでしょう。講師にとって、感想は
お礼の言葉と同じくらいうれしいものです。  
【お礼の言葉】 代表の児童生徒が、原稿なしでお礼を
言う姿がいいですね。短くても構いません。その後、全員
で「ありがとうございました」。 

【要約・くりかえし】  授業の振
返りやインタビューでよく行わ
れます。話の節目に「今までは
こういう内容でした」と、授業者
や司会者がまとめます。子ども
たちの理解を確実にするため
には効果的です。小学校低学
年でよく見られます。 

ホタルの授業(小林小３年生) 

【事務局より】  学校外にボランティアと学校をつなぐ
役割を担い、実績を集約し、報告書まで作成する部署
（担当者）が必要であると感じる。 

学校からいただいた「課題と方向性」にあったご意見
です。学校と地域をつなぐのがKSSVC 、学校と企業・
事業所はキャリア教育支援センターという認識でいまし
たが、まだまだ私たちの働きが足りないと反省しました。 

要望等は遠慮なく事務局までお寄せください。軽い
フットワークでお役に立ちたいと思っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.9. 3 学校向け第 11 号 

（講師は赤木さん・田原さん） 
 

野尻中 

青年海外協力隊員の講演会 

幸ヶ丘小 木工教室 

４年生 

【山下慎司さん】 小林市三松出
身。都立練馬高校教諭。JICA 青
年海外協力隊員として南アフリカ
共和国に派遣され、現地の中学
生に数学を、先生たちには教授
法の指導をしていました。 

新型コロナウイルスの世界的
な拡大により３月下旬に一時帰

国。小林の実家で農業の手伝いをしたり、三松地区で
無料の学習教室を開いています。（教室は無事終了。
小中学生延べ３５０名が参加しました） 

質問や感想を入力中 

【山下さんのお話より】  
◆ 洗剤を使わず、環境にやさ
しい商品「洗濯マグちゃん」が
現地の人々の役に立つと考
え、社長さんにメールを送った

ところ、提供していただけることになりました。  
◆ 「日本に行きたい」と願う少女がいました。でも、収
入を考えると無理。（地域の平均年収は１２万）  そこで、
１００万円を目標に、クラウドファンディングで資金を募り
ました。半分ほど集まった時点で、コロナで中断してい
ます。行動すれば、助けてくれる人はいます。 
 

須木中 

◆ 礼儀正しさや授業への
取組など、南アフリカに行っ
て、日本の良さやすごさを改
めて感じました。 
◆ 言葉が大変でした。英語
はほとんどしゃべれないの
で、コミュニケーションがとれ
るよう、もっと勉強したい。  
◆ 学校は朝７時３０分から
ひとコマ３０分の授業が始まり、午後２時には終わりま
す。部活動のような活動はありません。  
◆ 中学時代から海外にあこがれがあり、教員１０年目
という節目に何かしたいと思って応募しました。 
 

東方中 

◆ 私は禁止していますが、授
業中に平気でガムを噛みます。
注意されると教室のロッカーに
捨てたりします。 
◆ 学校の清掃は掃除をする
人の仕事を奪うことにもなるの
で、やりすぎないように気をつ
けました。 

◆ 生活は快適で、日本に帰りたいとは思いませんでし
た。  ◆ みなさんの行動力を磨いてください。  
 

【お礼の言葉より】  ○ 行動しないと何も変わらな
いことが分かりました。（野尻中）  ○ 僕もできること
があれば挑戦したいと思います。（須木中）   
○ 今日のお話で、毎朝のボランティアに参加する人の
意識も変わると思います。（東方中） 
  

赴任先の民族衣装で 

野尻小 いのちの教育 

心音を聞いています。 

三松中 「ごみ」と「水」の講話 １年生 

3H2O

 

 

高崎さん（生活環境課） 

監視カメラがあってもご
みを捨てる人はいます。
皆さんの心の中に「監視
カメラ」をもってください。 

 

毎年、夏休みに実施して
いる放課後子ども教室 
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【お話より…】 ◆ 地震発生時は大船渡の市役所にい
ました。社内では津波が来たら写真を撮るようになって
いたので、高台へ向かいました。しかし、渋滞のため、
海岸近くのショッピングセンターの屋上に上り、結局、そ
こで一夜を過ごしました。今思えば危険な判断でした。
◆ 震災後１週間は、取材活動はしていたものの、記憶
があいまいで悲しみなどの感情もない状態でした。そん
な時、漁港の人たちの復興をあきらめない姿を見て我
に返り、記事にしました。（それでも海に生きる）
◆ ３月３１日、地域の協力でやっと行われた小学校の
卒業式を取材。子どもたち一人ひとりの言葉に、震災後
初めて涙を流しました。それまでの２０日間は、泣きも笑
いもしない状態でした。あまりにも非現実的な日常が続
いていたからだと思います。
◆ 電話は不通。記者が手分けして避難所を回り、５万
人分の名簿を写し取り、安否情報として掲載しました。
◆ 「生き残った命」「亡くなった命」「生きていく命」を
テーマに記事を書きました。

【質問への答え】 ■ 大切な人が津波で亡くなったかも
しれないと思うと怖かったです。 ■ 支社が崩れたの
で避難所や他の支社に泊りました。８月頃、アパートに
やっと入れ、元の暮しに少し近づきました。  ■ 防災
セットは準備していましたがすべて流されました。でも、
用意しておいた方がいいと思います。ヘルメットが役に
立ちました。■ ４月７日に余震がありました。また同じ
ことが起きるのではと思うと、本当に恐ろしかったです。  

須木中 防災教育 

 
 

 

１年生 

 

 

震災前のショッピングセンター  

( )
 

鹿糠記者 

■ 写真は安全な場所からとるようになっていました
が、私は市役所から海に向かってしまいました。   
■ 遺族にお会いして話を聞き、亡くなった方の生きた
証として、新聞でお一人ずつ紹介しました。 

 

 
 

【お礼の言葉より】 亡くなった多くの方の 
命から、大切なことを教えてもらいました。 

 
東方小 社会科見学（妙見水源地・二原配水池） 

【妙見水源地】 １日約 2,500 トンの取
水量があります。池には着水井から
あふれた水がたまり、川に流れます。 

着水井(せい) 水 源 

２台のポンプを交
替で使い、配水池
に水を送ります。 

【二原配水池】 市内に７つある
配水池の１つ。水源地からの水を
ここにため、各家庭に送ります。 

24  
（説明と案内は上下水道局の森さん・新地さん） 
 

４年生 

西小林中 情報発信の授業 ２年生 

( )  
T

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

2020.9.17 学校向け第 12 号

③ 息子がキャリア決裁でゲームの課金をしていた。携帯
会社からの請求が合計２６万円にもなっていた。 
④ ぶどうを盗んで食べた時の動画が過去に拡散されて
おり、その影響で就職活動がうまくいかない。 
 
【お礼の言葉より】 情報機器の怖さを 
改めて知ることができました。 
 
 細野中 美しい町小林 

  
【Ａ組】 観光、歴史・遺跡、果物、花（桜・コスモスなど観
光地の花）、名水  【Ｂ組】 自然（星・ホタル）、畜産、
特産品、ごみ処理、地域性（西諸弁）を活かした取組 
 

 
 

  
【こんなトラブルがありました】  

「お試し」と思って購入したダイエットサプリメントが、
定期購入の契約になっていたことが分かった。 
② アダルトサイトの再生画面をタップしたら、突然、有料
登録。連絡すると、法的手続きをとるとのメールが来た。 

１年生 
笹川さん 

【チラシのポイント】 ◆ チラシは
大きく３つの部分からできてい
る。下からの方が作りやすい。 
◆情報を 詰め込みすぎない。
◆ すべて目立つようにすると何
も目立たない。 ◆ 余白がある
方が見やすい。 ◆  左揃えで
すっきり！ ◆ タイトルはゴシッ
ク体、文章は明朝体が基本。  
◆ 蛍光色は難しい。 ◆ 原色
から少しずらした色を使う。  

上野さん 

◆ グラデーションは「ダサイ」。使っても２色まで。  
◆ 縦横比を変えない。 ◆ 影のつけすぎに注意！
◆ 会話文で説明してもよい。 ◆ QR コードで外部サ
イトにつなげると情報量が増える。  
 

 
 

東方中 情報モラルの学習 
宮原さん（県消費生

活センター都城支所） 

延岡出身の特攻隊員、黒木少尉の実話を基にした
朗読劇です。演じるのは「サラみやざき」の皆さん。 

実際の出撃の写真。死が目前に
迫っているのに黒木少尉は笑顔で
す。帽子を振っているのがお父さん 

黒木少尉は軍刀を父親に遺し出撃します。戦後、占
領軍により武器回収の命令が…。父親は「お国のため
に息子の命を差し出したのに、この上、息子の魂である
軍刀までも差し出せというのか」と唸りました。  

  
【お礼の言葉より】 戦争をなくすための 
取組を、小林中でも考えていきたいと思います。 
 

小林中 平和学習 「蒼天の向こうへ」 

戦 争 に 興 味 を
もってください。 
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事務局では、コロナ禍の中でも元気いっぱい競技す
る子どもたちの様子を多くの方々に見てもらいたい、ま
た、頑張る姿は地域にも元気を与える、という思いか
ら、運動会（体育大会）の写真を募集しました。

その一部を中央公民館に掲示し、市のホームページ
でも紹介する予定です。（検索は、 →地域学校協

働活動事業 小林市ポータルサイト）

( )

 

 

 
 

 

【事務局より】 写真を提供していただき、ありがとうござ
いました。ここで紹介できるのは各校３～４枚ですが、今
後、市のポータルサイトで、学校からのほぼすべての写
真を掲載する予定です。元気をもらえる写真です。
 

細 野 中 

紙 屋 小 

ここがイチオシ！ わが校の運動会  
～コロナに負けるな！写真展～ 

城攻め踊り 

紙 屋 中 

本校イチオシ「師弟愛」 

 

ホソノソーラン 

野 尻 中 

ラテンのリズムで準備運動 伝統の「ダンス応援」 

今年初！３年生「集団行動」 

小中合同「選手宣誓」 

小 林 中 団対抗リレー ３年団技 小 林 中 

エール交換 

紙屋音頭 

いつもは地域みんなで。
今年は小・中学生だけで 

紙屋よさこい ダンス「フラッシュ・モブ 

団対抗リレー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

2020.10.1 学校向け第 13 号

 

 

 

笹川さん 

西小林中 認知症サポーター養成講座 

【かずばあちゃんの教え】 ◆ 認知症は脳の病気じゃい
よ。心の病気じゃなかよ。 ◆ にっこばの人々が力を合
わせて、認知症の人たちを支えていく社会にしていかな
ければならんとよ。 ◆ サポーターの最初の役割は、今
日学んだことを家族に伝えて話し合うことじゃっでな～。  
【お礼の言葉】 認知症の方が身近にいる時は、サポート
することが大切だとわかりました。  
【かずばあちゃんとは？】 西小林の和（なごみ）福祉サー
ビス代表 小倉和也さん。高齢者施設を運営する傍ら、
地域住民が集える場として施設を開放しています。 
 

解団式（小林中） 

西小林中 

団対抗「創作ダンス」 

がっつい こばやし 

【上】PTA 役員も一緒に「にっこば

体操」 【下】全校団技「綱引き」 

お年寄りのイ
メージは？ 

働き者
です。 

同じ目線で話
すとよかよ。 

サ ポ ー タ ー
の オ レ ン ジ
リングです。 

３年生 

社会福祉協議会 

須木中 キャリア教育講演会 

◆ 小学１年生の（  ）％は、現時点で存
在していない職業に就く   【６ ５ ％】 

◆ 日本で働く人の（  ）が、人工知能や
ロボットに交代可能な仕事  【約半数】 

腕が水平だと
５０％です。 

ゲームでコミュニ
ケーションの練習 

  
【お礼の言葉】 価値観や基準を理解して、いろいろな
人と上手に接していきたいです。  

※ 羽田野さん（教育プランナー・日南在住）について
は、第９号で紹介しています 

高く投げ上げた帽子が大会の盛り上がりを象徴しています。 

伝統芸能を受け継ぐ 
紙屋小４～６年生
城攻め踊り 

 
 

野尻小５・６年生
棒 踊 り 

 
 

２つの踊りは、それぞれの運動会で披露されました。 
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KSSVC
 

 

 
 

 
 

南 小 

栗 須 小 

ここがイチオシ！ わが校の運動会  
～コロナに負けるな！写真展～ 

５年生「フラッグ演技」 

幸ヶ丘小 

 

三 松 中 

新小林音頭 

児童代表の
言葉(１年生) 

４年生「兵児踊り」 

鉦踊りで児童が
歌う「さのさ節」 

６年生「よさこ
いソーラン」 

１・２年生「ダンス 

幸ヶ丘太鼓 

借り物競争 

小 林 小 ６年生「表現」 

５年生「ソーラン節」 

エール交換 

３年生「玉入れ」 

応援合戦 

６年生「おさるのかごや」 

開会式「整列」 

東 方 中 東方輪太鼓踊り 

全員リレー 新竹取物語 2020 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

2020.10.15 学校向け第 14 号 

 
 

紙 屋 中 

読 み聞 かせ 【 】は協力いただいている団体です。 

 東方中では、以前から保護者による読み聞かせを行って
います。今年度は保護者のボランティアを新たに募集しま
した。今後、７名の登録者が交替で受け持ちます。 

 

 

【あすなろ会・小林図書館須木分館】 

【たんぽぽ】 

細 野 中 

【ママーズ】 

野 尻 中 

【たんぽぽ】 

東 方 中 

鑑賞教室 ～劇団こふく劇場～ 

 

 
西小林中 

須 木 小 

西小林小・幸ヶ丘小 

お口の体操 

オ～！ 

お礼の言葉 「学んだことを学
習発表会で生かしたいです」 

 

目を閉じて… 

須 木 小 

幸ヶ丘小 幸ヶ丘太鼓 運動会直前の練習。指導
は響座の今村さんです。 
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◇ 地域の協力で栽培活動をして

いる小・中学校があります。 
◇ 実を粉にして食用にします。 
◇ 種をまいてから３カ月くらいで

収穫できます。  
 

 

４ 年 生 

 

協力：営農組合・JA
こばやし(9月10日) 

細野小 そばの花鑑賞会 

 

集荷場 

 

 
 

東方輪太鼓踊り 東方小５・６年生 
東 方 中 全 生 徒 

朝鮮出兵の際、島津氏が軍
勢の士気を鼓舞するために鉦
や太鼓を打ち鳴らした様子が
起源と伝えられています。 

須木小 「すき特産」見学 ３ 年 生 

加工場 

売 店 

10月7日 

 

( )

 

（別の日には、まちなか松栄を見学しました） 
 

お母さん 
がんばって！ 

案内は平川さん 

まちなか松栄 

 
 

運動会当日 

手 話 の学 習  須木中 ３年生 

指導は徳永さん（西諸
聴覚障害者協会会長）
と岡元さん（木の実会） 
 

自己紹介 

ハイ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

2020.10.28 学校向け第 15 号 

  
◆ 私が中学生の時には「移住者を増やす」という発想 
はなかったです。 ◆ 災害時は公助１割、共助２割、自 
助が７割です。自分の命をどう守るかが大切です。 
◆ 地域によって医師の数に差があります。 ◆ この中 
のどなたかが産婦人科医になってくれるとうれしいです。 
◆ 市の文化祭に作品を出すのも、芸術への意識を高 
める効果があります。 ◆ 学校への１人１台のタブレット 
の配備を進めているところです。  
【お礼の言葉】 小林を住みたいまちにするために、 

私たちひとり一人も努力します。 
 

 

 
 徳永さん 

 

 
 

紙屋小 ３・５年生 福島さん（木の実会） 
山口さん・図師さん 
（野尻手話サークル） 聞こえない人の生活を

想像してみましょう。 

 

 
 

南小 図書館見学 ２年生 

小林に図書館ができたのは明治４１年。県内で２番目
に古いそうです。今の図書館は昭和５６年に建設。 

１日２５０人が利用しています。 

三松中 小林市未来予想図 【発表会】 

２クラスが４つの分野に分かれ
て発表。市役所の１１課１６名の
皆さんと意見を交換しました。 

【にぎわい】 農業振興課・商工観光課・地方創生課 
【いきいき】 長寿介護課・子育て支援課・健康促進課 
【ま な び】 学校教育課・社会教育課 
【く ら し】 危機管理課・建設課・医療介護連携室 

３年生 

「発表」の写真をお寄せください 

運動会（体育大会）に加え、文化祭（文化発表会・学
習発表会）の写真も募集します。各種の伝統芸能や小
林市についての発表など、地域の皆さんと取り組んだ
成果をお寄せください。（投稿ボックス→2020 発表） 

各学校のホーム
ペ ージを 、 時折、
拝見しています。  

写真を使わせて
いただく際は、事
前に連絡します。 

 
 

岩戸神楽（三松中２年生） 
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刈り取って 

野尻小 ３年生 

小林小 ５年生 

ワラで縛り 

干します。 

 

 
 

紙屋小 ５年生 

紙屋中生 

 

脱穀 

PTA  

西小林小 ５・６年生 

お米はおい 「し～」 

幸ヶ丘小 １～５年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

2020.11.13 学校向け第 16 号 

 

（６年生は修学旅行の事前研修で西小林小へ…） 

島根県の海士(あ
ま)中学校３年生 ９月３０日 

今年もたくさん
とれました～！ 

幸ヶ丘小 

野尻小 １・２年生 

 田畑の管理、事前準備、当日の活動でJAや営農組
合、地域の皆さんに大変お世話になっています。参加者
にとっては、子どもたちが熱心に取り組み、収穫を喜ん
でいる姿が協力の「お礼」になるのでしょう。手助けする
皆さんの満足そうな笑顔を見て、改めてそう思いました。 
 
須木中 ２つのオンライン学習 

３年生  

海士町は隠岐諸島の中ノ島にあり、人口 2,300 人。中学
校は 1 校、3 年生は１２名。遠隔授業を実施して４年目。全
国の学校とリモートで交流しています。  

 

 
 
３年生「キャリアプラン」オンライン発表会 

この日はオープンスクール。教育
委員会の学校訪問もありました。 １０月１９日 

(
)  

ここがイチオシ！ わが校の運動会  
～コロナに負けるな！写真展～ 

永久津小・中 

「めしげ」はしゃもじのこと。約８００年前、肥後・薩摩を中心
に唄い踊られた豊年踊りです。七・七調の相撲口説にの
せ、大きなめしげを打ち鳴らして勇壮に踊ります。 

めしげ踊り 

永久津小１～３年生 ダンス 

【事務局より】 ◆ 運動会（体育大会）の写真をお寄
せいただき、ありがとうございました。事務局が訪問でき
なかった活動の写真をひきつづき募集しています。投稿
ボックスをどしどしご活用ください。  
◆ 今年度も実践記録集を作成します。原稿 
依頼の文書を、後日お届けします。締切は 
来年１月末の予定です。よろしくお願いします。 


